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（◎：司会、○：記録者） 

１．自己紹介をかねて意見発表 

 

（  ） 現在の道路事情（渋滞など）を考えると道路整備は必要。 

     大きな道路を建設するしかないという問題以前に、人が生きている限りは環境を悪化さ 

    せ、自然破壊せざるを得ないのが現実である。人が便利な生活を求め、営んでいる限りは、 

    ある程度の妥協は必要ではないだろうか。 

 

（  ） 安曇野の自然や原風景は道路整備や圃場整備によりどんどん破壊されてきている。安曇野 

    は住んでみたい場所の全国ランキング３位にランクされているとのことだが、多くの人がそ 

    の自然にあこがれいるからではないだろうか。それを破壊してしまってもよいだろうか。 

     自動車による公害が国の基準値を超え、交通量が建設当初の総定数をはるかに越えている 

    箇所が町内には多数あるのに、さらに大きな道路を建設して、自動車の流入を増加させるこ 

    とが果たして妥当か。 

     国営アルプスあづみの公園が開設されると、観光客も増加し、交通量はさらに増えると予 

    想される。そのために、新しい道路が必要なのであろうが、「交通量が増加するので道路が 

    必要、道路が建設されれば交通量が増加する、さらにまた新しい道路が必要」という悪循環 

    を招いているに過ぎない。 

 

（  ） 新しい道路の建設は、経済交流などメリットも大きい。また、人が生活していく上で、ど 

    うしても必要なものであるなら建設すべきである。 

     しかし、問題点もある。オリンピック道路の開通により、重柳交差点以西の県道の交通量 

    は半減し、ビレッジ安曇野や周辺施設は大打撃を受けている。アクセス道路の工夫や、既存 

    の道路と施設道路との共存を考慮した道路建設を望む。 

     大町以北の道路状況を考えると、連絡道路は必要かと思うが、予定のルートでは自然も破 

    壊されるというデメリットもあり、また優良農地や宅地が多くつぶれ補償費もかさむのでは 

    ないか。堤防道路（オリンピック道路）を拡張すれば、これらの問題は解決できると思う。 

 

（  ） ３０年程以前に豊科町に越して来たが、その当時町に都市計画（道路整備計画）があるこ 

    とを全く知らず家を建てた。県道（豊科インター堀金線）のバイパスが建設され、家の敷地 

    ぎりぎりまで道路になってしまい、騒音、ほこり、排気ガスに悩まされている。洗濯物は外 

    に干せず、夏場でも窓を開けられない。開通してまもなく、対策費をもらい家の修理をした 

    が何の解決もしなかった。計画があることを知っていれば、このようなことにはならなかっ 

    たはず。住民にはこうした情報は知らされないことに怒りを感じる。 
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（◎：司会、○：記録者） 

２．自由討論 

 

（  ） 穂高町で反対運動をしている人は、確かに県外から移住してきた人が多い。県外から来た 

    人は、皆安曇野の自然にあこがれてきたはず。にもかかわらず、家も多い、人も多い、交通 

    量も多い。その上、その自然を破壊するような道路が建設されるとなれば、反対するのも当 

    然だ。 

     都会から観光で訪れた人も、山の中腹から見える安曇野のすばらしい景観が破壊されるよ 

    うな道路建設はやめてほしいと話していた。 

 

（  ） 連絡道路が建設されると自然を破壊したり景観を悪くすると反対するけれども、電柱、電 

    線は景観を悪くしていると思うが、どうして反対したり、地中化を進めてほしいと言わない 

    のか。伝記は自分の生活にとって不可欠なものであるからではないか。自分の生活にとって 

    都合のよいものには何も言わないが、都合の悪いことには反対するのか。 

 

（  ） ゴルフ場は自然破壊をし建設されたものであり、農薬（除草剤）を大量に使用して環境を 

    悪化させている。しかし、ゴルフを楽しまれる方は、それが個人の趣味に過ぎないのに「ゴ 

    ルフ場反対」とは言わない。自分にとって都合の良いものには何も言わないけれど、都合の 

    悪いことには反対する。そういった視点での判断は好ましいとは思えないがいかがなものか。 

     大町以北の道路事情や、交通の便の悪状況を考えると、この道路を建設してほしいと願っ 

    ている人も多いのではないだろうか。そういう人達のことも視野におくべきではないだろう 

    か。それが自然破壊だというのであれば、自然を破壊しないような方法を考え、自然と共存 

    できる道をみつければよいのではないか。 

 

（  ） 交通の便というのであれば、大糸線を複線化したりスピードアップして充実させればよい。 

 

（  ） ＪＲが民営化され、採算性のない路線の充実は無理。自動車に頼らざるを得ないのでは。 
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（◎：司会、○：記録者） 

３．建設事務所、町役場に対して出された要望 

  ◎参加者が余りに少ないので、２回目の交換会への参加を防災無線で呼びかけてほしい。 

 

４．次回開催予定 

  ◎１０月１２日（金）午後７時 豊科町公民館 中会議室 

 

５．次回までに準備してほしい資料など 

  ◎パンフレット２ページの④欄の調査の具体的な数値、検討分析した実際の内容 

  ◎将来の数値のシュミレーション 

  ◎３ページの⑦欄をもっと具体的に 

  ◎（豊科建設事務所管内の）人口・住宅数の増加状況、農地の減少数 

  ◎パンフレット１ページの②における、要望決議の内容、その時点での住民の声は反映されてい 

   たのか 

  ◎長野道との関係、国営アルプスあづみの公園との関係の有無 

 

 

 


